
教師と自己教育力  

広．鳥人学教技 溝 上  寿  

めたものだが、その六夜に、鎌倉時代韓人の  

仏帥、運慶が仁巨像を刻んでいる夢を描いて  

いる。それによると、運慶は無造作にノミと  

槌を使って思うように屑や鼻を周三i）上げてい  

く。漱れがそれに感心していると、近くで見  

ていた他の男が、「あのとおりのJ【’了や騒が木の  

中に坤まっているのを、ノミと槌の力で堀り  

出すまでだ。まるで土の中からf√を堀り出す  

ようなものだから決して「朴違うはずがない」  

と言った。そこでH分も仁l二が1揖ってみたく  

なって、家に帰って試みてみたか、イニニ「を堀  

り当てることができなかったといつ。   

ニの話をなぞらえて数台を考えてみると、  

運慶が十二巨像を刻んでいく技能はまさに＝已  

教育力にたとえることができよう。子供の中  

に仁二1二條は必ず急されている。しかし、それ  

は誰でもが安易に彫り出されるようなもので  

はない。だが、教帥は何はともあれ、それぞ  

れのイー供にふさわしい仁＝像を凋三り出さねば  

ならない責什を負っているこその道は降しい  

が不可能なことではない‖ 教帥は絶えず修業  

に勤め、人間をつく り、教子f技能を磨き、教  

育の本道を究め続けることによってはじめて  

仁巨像を浮き彫りにすることができる。  

■■■ ィ三－   

ニの8月、かつて勤めて  

いた尾道北高校の同窓会に  

招かれた。20年の歳月は生徒の顔と名前を一  

致させないばかりか、どうしても思い出せな  

い者を生じさせることになった。あの頃私は  

世界むを教え、ホームルームを受け持ってい  

たっ しかし、ケ振り返ってみて、当時、何を  

教え、生徒をどう指導したか、ほとんど覚え  

ていない。一人の生徒が私に「－－お前はやれば  

出来る” と先生に言われたことが励みになり  

ました」と語りか けてきた。また、他の女せ  

徒は「世界史の時間にイギリスやフランスの  

国歌を歌ってもJゝっったことがtて11範に残ってい  

ます」と許していた。とはいえ、私の指導が  

多感な宥春の夢を人きく膨らませるだけの起  

動力になったかどうか、全く自信はない。   

あれかノブ、私は長崎大学、文部省、広島入  

学と遍歴したが、教帥の道から離れたわけで  

はない「っ 教員採用試験のため参考書と首っ引  

きになっている学生を見て、教職への道を選  

んだ彼らの学問はこれからが本番であり、い  

ままさに始まろうとしているのだと思う二   

文′完と、夏＝漱石の作品の中に「夢十夜」と  

いう小■i古がある。漱石■か、見た夢物語十編を集  
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なぜ、 いま自己教育力か   

来たるべき社会を予測することは難しいが、  

非常に変化の激しい社会であることは疑う余  

地のないところである。また、情報が社会を  

動かす傾向も強まるであろう。さらには、今  

以上に人々の価値観が多様化し、匡＝驚化も進  

むものと思われる。以t二のような社会に生き  

る人間に、生涯にわたって自らが自らを高め  

続けていく力が不可欠なことはいうまでもな  

い。自己教育力の育成は、21世紀に向けて重  

要な教育課題である。   

自己教育力とは何か   

自己教育力とは文でi：通り自らが自らを教育  

し続ける力である。この自己教育力は、具体  

的には次のような意味内芥をもっている。  

学習への意欲   

学校で、 あるいは′家庭や地域社会で、新し  

い事態や課題に直面して、それに生き生きと  

対応する意欲や関心・態度である。  

学習の仕方の習得   

何を学ぶかということより、いかに学ぶか  

が大切である。どうすれば問題を解決できる  

か、その方法がオつかれば、子供たちは意欲的  

に学字引二取り組むであろう。なお、学習の仕  

方という場合、基礎的・基本的な知識や技能  

の習得が前提となっている。  

生き方の探求   

自己を高めると同時に他者を高める、仲間  

集団を高めるという生き方の探求である。 

（「自己教育力」共同研究グループ）  

「自己教育力」関係図書紹介  

～図書資料室より～  

自己教育への教育 梶田叡一著 明冶図書  

自己教育力育成の手引河野垂男編 叫治図書  

自己教育力を育てる先生北尾愉彦著 甘苦文化  

自己教育力を育てる指導の実際  

稲川三郎著 黎明書房   

自己教育力は新しい教育の概念か   

ここ数年教育界では、自己教育力という言  

葉がよく使われるようになった。この言葉は  

昭和58年11月の中教審の審議経過報告で初め  

て使われたもので、あまり馴染みのある用語  

ではない。しかし．、自己教育力を「自らが自  

らを教育し続ける力」と考えるならば、特別  

新しい教育の概念でもないように思われる。  

一人ひとりの子供が自分自身で進んで学び、  

成長し続けていくことを願わない教師はいな  

いはずだからである。このように考えると自  

己教育力を育てることは、教育の持つ本質的  

な使命だと言えそうである。では、なぜ、い  

ま自己教育力なのであろうか。   

なぜ、いま自己教育力か  

今の子供の状況から   

先生方からも「今のjナー供は言われたことは  

やるが、進んで学ぼうとしない」という声を  

よく聞く。また、いわゆる「落ちこぼれ」の  

問題も解消しきれてはいない。さらには、非  

行や校内暴力、いじめ等の問題行動も後を断  

たなし、状況である。これらの問題を生み出す  

背景には、家庭や地域の教育力低下、過度の  

受験体制を支える社会的風土、そして物質的  

に恵まれた貫かな社会などの要内が考えられ  

る。   

このような状況の中で、まず学校がやらな  

ければならないことは、了一供たちがやる気を  

もって、 生き生きと学習する学校づくりであ  

る。自己教育力の育成とは、まさに今の子供  

の・状i兄を踏まえてのものである。  

来たるべき21世紀に備えて   

現在の子供たちは、21世紀に生きる人間で  

ある。では、211世紀を生きる人間に求められ  

るものは何か。それは、21世紀がどういう社  

会であるかということと深くかかわっている。  

り ＿  
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自己教育力を育てる学習指導  

＊「あすも算数がやりたい」子供に  

広．ぎ」㌧市、∫′二王主動J中卜、7：校教諭  

尾 形 完 治  

／トまでの才三業をふりかえってみると、ひと  

つひとつについては素材・発聞∽l二人など力  

を人れた粁与を十すめてきているが、打撲業  

川J′）つなかり という点かノブ考－えると 仁分とは  

し、えなし、き√バ（避止1の技業をきょうに  

／ノち・く、、ニヒかできす、きょうの技業からあす  

（イこ来ノへつながるものか得られなければ、  

J′・1′貯か左「あすも算数かやりたい」という′1・  

はノjく久に聞くことはできない、以下「あ寸‾も  

打数がや叫たい」」′イ1ヒをめざして、投某の改  

善をすすめる軋11〔について述べて、ちたい  

学習内容をつないでいるものをつかむ  

－  

＿  

。 

＊ 主体的に学ぶ生徒の育成  

広．【∴川J、l工JL臼Jい巨才：校教諭  

藤 井 條 孝   

払たちはこれまで、あ圭りにも情礎かJ’っ一  

賑一！レ「ヰこに教えようとしすぎたのではない  

た’ノ）うか、、帽礎・拭本はまず教えるものと考 

えてはし、ないた－ノ）うかしまた、門間をして発  

．手を求ダ）ているか、一ノ川」に解決虻困．を説明  

してしまい、′l二徒にとノノて′受け身的な授乳二  

なってはいないだろうか  

′l」教育力をイfてるためには、′：アニHノ＼しハ意  

欲づけとわかったという成就感を持つ。ように  

指やすることが大切である、、そグ）たダ）には、  

「おやっ？」とい引潤題設定をしてや叫、′卜  

徒＝らかめあてをも′1て、l′1ら追求ill刺をし  

て解決していく とい十侵業をする必要がある、  

二れが「わかる投業」てあると考‘えているし、  

二のような田j超解決「1て」左＝、7：習ノJ‘法によって 

′ソニーミごことレりこ来しさや速成で用二びを休得し、サ  

習の什万を召‖することができる。）どんな教  

付が過り」か、どんち・発聞か再往」かを1二人して、  

1題材で少くとも1l＝1は兢確邦」な内ノ存の指烏  

において問題解決甘」む投業屁聞を′已践してい  

きたいと努めている。   

二こハような指ヰを実践し「1標を達成するた  

めに、．甘にキえていることがある、それは′：アニ  

絨プ）イ中間づく りと教仙の姿勢である＝ 牛．徒た  

ちが／J二いに何でもててい合い ／／二いに補い合い  

ながらよりよい嚇決適作を追ぺしていこうと  

する・、ア：級の1▼乱酔kづく りか不叶欠である。そ  

のためには試行錯誤の大り」さを放え、．渋りも  

．ばめるなかで是」l二してし、〈姿勢を杜l′1身が忘  

れないようにしたい。二れらの積み重ねと研  

放された学級／ブく りによって、学習某l、」▲」づく  

りができ、ト体的に学ぶ態度や力か育成でき  

るものと考▼えている。   

（⊥十 珊、レ引帖鈷をた寸」とい正子＋㌣朗十  
う代通のイ■えノノでつち・か  

ている「二こハ考‾えノJ▲二そ、㌢nうの技業をき  

ょうへ、あすへとつないでし、〈 ものである  

見通しをうみ出す課題提示の工夫   

イl▲L、メlのよう仁既習の内容を新し  

い一丁：省り、Jノ／；へとつないでいく もの  

（
棋
㍗
け
 
 

をリlきJ11させることに′よって、J′一隔  
見 直 し  

＋＋＋ヽ  

i／休的／J   

′子宮′曳削  
（他 人）   

◆  
（臭トl）  

供は侵業仝イ本の兄通しを、1工て上体  

仙なf．里軌を一rすめることができる  

活動内容のまとめ方のエ夫   

H板類．1軌内ノ芹を整理し糾しい  

′、アニ習「勺ノナ主としてまとめていく際に  

きょうの操業をあす叫′、三業へとつ  

ないでいく ものを印象深くつかふ  

とらせていかなければなJ、）ない  
打吾妻  

＼、／  

「「誓」ふ  

．－＼ノ－し一   －ノ、〉＋、し√   

「ぁすも第二放がやり7二し、」という〃が教室  

にあふれる臼をめぎし、今後もがんばりたい  

ニう  
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お こ た え し ま す  

瑠 教f川l．凍1ミ（分1ミ）かノ〕駄  

か人L∴  

鍼黙の状態を示す子供への指導  けでなく、人格仝体に働けかけ、r′lL改・■】■】二か  

はかれる力を育てることをねらわなければな  

りませ′′し）そのために、一丁：級では次のことに  

ついての似り抑ふを進め圭す 

なんとかしてノベ⊥－〕せようとする放11rljは、   

／一供をますます卜畑二l判じこめてLまい圭す 

打什は、まず、J′一供のノい11fを、i一ど、ダ）る雰囲㍉   

を1，1J二つことによって、なこやかち・㍉持ちで   

接することのできる人肌閻1′系をつく りだす   

ことから始めます  

口をきかせようとして順番工■ゝ▲1二．流させる   

ことは逆効果になることか多し、ようです  

J′イj＝二とって表現しや′干し、′、〃廿清動をIl夫   

Lたり、 ノートの丁‡二きん’・′家庭学習のベイ   

ブイなどを．認めたり、賞拐するなごして乍習   

へのl′l†．さをつけていきます）  

一、ア：縄の中てサしずつ「′l」ム」丸を山ナてい   

くには、子供がザ職の中で役、上っている、   

人車にされているという㍉持ちカ㌧てるよ   

うにします。そのた裾二はノ（た、ちい」卜が助   

け合い、 認め合い、い柚L合える′、r：右投づく   

りを進めます   

締け隼とい十行動は、一人ひとりのJ′・供にそ  

れぞれの′古川来と必要イトをもってい圭す√、それ  

を＿哩働L認ダ）ることかノブ相中か始まります  

（広鳥I一丁敦子fセンター指や圭車 宮河 治）  

Qノ永ではiifi二通にLi，1しているのに、 ′、ノニ校で  

は決して声を．里そうとしませ∴っ 少しで  

も川Iすようにと指やしたプ〕ですが、仝ぺ  

無閲圧、で木lっていますノ どグノように指や  

し′二⊥ゝ〕l手一千すようになるのでしょうか。  

A家では普通に詰Lていることから、場両＝二  

よって繍黙の状態をホす心【馴′‡ミのものと考▲え  

られますJ   

減黙の状虻を′Jこす紫L大lとLては、素い川勺な  

レ乃・週牒．穫左・硯丁関係・‘京扶の非什仝十′ト  

外†坊体版などが考▲えられますが、決定的とし子  

えるものはないようてす．   

十供が［lをきかなし、ニヒの意味は次のよう  

に考▲えられていますく）   

【′圧⊥k現ヰ閉ざし、周l用か左∴る不ノ友に   

対して【′」分を守る。  

桔帆′11」にi■．1刺したり拒／fしたり逃避する   

ニトなく ＝立たないようにしながら′受動的   

に学校′＝－Iを′受け入れ、微妙にバランスを   

とっているし。   

諸要状lが複雑に絡みあいながら育つうちに  

このようむ行動様ぺせ身につけてきたと／ぢ▲え  

られます ですから、賊黙の状態を′」二す十供  

の指やは、た7ナ刑二しゃべれるようにするだ  

教育相談室（分室）案内 潮＞〉う粉彗   

来Lズニ光lれ▲の広．高市児童総合和談センタ  

ート加二ある教育畑談ヰ；りト㌻ では、障  

1i；をもつJ′・仇たチトハ数百卜の問越につい  

ての川言炎に応！二ています、相談は無料て  

す∵片訂晰二ご相談く7ごさい  

一
プ
レ
イ
ル
ー
ム
 
 

Jエl∴川上勅メニ光l町二Tl  

℡「（り82）264（）422   

】4  
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圏圃圏囲圃医】  

「おもちゃの兵隊」の鑑賞指導に関する研究  

広島市教育センター指導主事 竹 本 建 治   

授業実践から   

「おもちゃの兵隊」は曲の形式が、序－A  

B－Aコーダとはっきりしており、急転  

直下の終結に特徴がある。二の終結部（コー  

ダ）のイメージをできるだけ自由に持って、  

楽しく鑑賞させる指導をねらいとして授業を  

行った。  

調査Ⅰから   

「おもちゃの兵隊」を聴かせての1年生  

・：1．113人）の調香では、好きが88％で、特に  

男子が好む。また、30％が偶の終結部に興味  

を持っており、その終結部の曲のイメージか  

ら「おもちゃの兵隊はどうなったか」という  

話づく りをさせてまとめたのが図1である。  

図1 おもちゃの兵隊はどうなったか  
おど1た2㌔   

図2 指導計画  
（   ‥  ・T二、、   

二50分  

序－－ABA  
の学習  

けABA  
コーダの学習   

図1の「栢に帰った」の話づく りをしたイー  

供は、「おもちゃが栢から出た」という設定  

で教師が鑑賞をさせている点が特徴である。   

調査ⅠⅠから   

音楽に対する感情を具体的動作を通して表  

現させるために、次の二つの方法で鑑賞させ  

身体反応の必要性を調香した。  

第1次はラ、ソパの模擬滴奏、旋律嶋、肌で  

の行進の指導を徹底し、強烈なイノーージ付け  

をはかり、第2次のBはAとの対比として気  

付かせ自由にイメージさせたしつ 第3次には、  

初めて聴かせるコーダがより新鮮にイメージ  

するようにした。子供は毎時間新しい旋律に  

出会い、第1次の学習を常に巷本として鑑賞  

できるので、生き生きとして音楽を体験する  

ことができた。鑑賞後の話づ〈I）の内谷をま  

とめたのが図3である。  

図3 話づくりの内容（男子17人）  

A   題名を知らせないで、着席のま   

r247人）   ま静かに曲を聴かせる。   

題名を知らせ、柵について話し  
B  

合い、身体反応を臼由にさせなが  
（′222人う  

ら聴かせる。  

鑑賞後、話づく りをさせてみると、Aでは  

場所の設定は「城」、登場人物は「［様」「兵  

隊」「動物」が多く、話の内容では「行進」  

「踊る」「演奏」がほとんどで、あら筋の発  

展惟はなく、曲の終結部の特徴にも気付いて  

いない。   

Bでは、「兵隊」が「行進や演奏」をし、  

話の内呑では「二けた」「おちた」「二わjL  

た」「死んだ」など曲の終結部を意識したあ  

ら筋が多く見られた。教帥の指導によるもの  

ではあるが、身体反応を【〕由にさせることに  

よって児童のイメージが広がり、曲の特徴を  

ある程度とらえているといえる。  

古楽に心を動かされ、楽しく動いているf－  

供の心の中を少しは知ることができたと思う。   

広島市教育センター『研究紀要』第6号  

（順手口61年4月発行）参照   
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広 島 直 教 育 セ ン タ ー 所 報  第23号  H什和61年11f］  吊）  

教育センタ ーひろば  

＊講師 放送大学教授  

深 谷 H 志 先生  

＊演題「情報化社会と教育」  

＊日時 叶拝口61年12月4日（困14∴う0～  

＊場所 広島市青少年センター  

＊対象 教職員、社会教育関係職ii  

／「年度後期は次のノノ々が、それぞれの専門  

分野で朝昭を進めておられます。  

＊算数科教育：有円啓子教．i‘爺（神崎小）   

研修題目：一人ひとりの問題解決能力を高  

める指導法グ）研究  

＊教育相談：中本轄教諭（五日市束′い   

研修題目：遊びを生かした学習活動の研究  

＊離任  

～在任ヰはお世話になりました～  

垂末久人主任指導主事（神崎小学校教頭へ）   

＊国語科教育：松下利秋教諭 し丘月が1iヰ）   

研修題目：文法の指導法に関する研究  

＊理科教育：山∪悦朗教諭（亀崎中）   

研修題目：理科学刊における興一味・関心を  

育てる仁めの教具の「夫  

教育センターでは教育研究をすすめるに当  

たって、次の万々に研究協力員をお願いして  

います 

昭和61年度研究協力員氏名  

一中期分（7月卜旬～8月）研修講座より  

＊中期分研修参加者数 延べ5．62g名   
研究用城  研究l克力Li氏名  所属校（1素l）名   

．1f 岡 正 彦  本川′巨芋校  

申 本 健 汗i  竹屋小学校  

平 本 英 二  広島養．掛学校  

増 原 珠 美  中．【ごプラ′卜芋校  

牛徒指導                                  松 岡 邦 泰  卜11一稲Ⅲ小′、／二校  

、†′二［上］和 彦  観音中、7：校  

竹 本 康 明  安≠二中学校  

伊 藤 圭 r・  仁保中学校  

安 井  ガ、  人州中学校   

減こ．辺 稔 彦  安小′、㌢：校  

危二 兼 日月 f・  美鈴が丘小学校  

中 山 和  山Ⅲ」、学校  

仏 円 弘 修  差潮小学校  

ノr二級経常                                叫‘：是 禿 城  †・凹小学校  

行 広 秀 美  什ノ、．1∴㌧ノト丁：校  

ゞ口】‘用 偵 百J  鈴脹′」、・字：校  

竹 内 章 ナ  落合束小′丁：校  

1十 川 主 立  神崎小学校   

幼稚園l教育  高 木 浄 美  川内幼粧憧Ⅰ  

川 川 丁・鶴千  北祇園幼稚園   

技術・家庭  

村数市   

失語科・教育  福 崎 楳 ■】］  温品［巨学校  

、′二 川  蕪  」斐申′アニ校   

21世紀に直＝ナて重要号数奇説題である  

［′］己教育力について特集しました。校内  

研修等に御活用ください。   
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